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θ 最近、古い資料の整理をはじめています。

以前、『雑報』でおたずねしたミニコミ誌『わが農業』が出てきました。

1970年 代半ばから5年近く発行していました。

私の学生時代の恩師、農村社会学の山本陽三先生 (50代で早世)の縁で

当初から参加していました。南良和さんの写真、書き手には山下惣―さんも

おられます。ど。ζミろく裁判をしていた前田俊彦さんも。有機農業の一楽照雄さんにも

取材に出かけてぃます:西沢江美子さんの夫君の大野和興さんも一緒に編集を手伝っていました。

古い資料のなかには『主婦連たより』 (第一号 原本)、『暮しの手帖』 (第一号

復亥J版)があります。戦後 3年の高揚感が伝わってきま丸

1970年 代、 20歳代に『くらしの潮流』 (編集長はACAPの 初代事務局長

薄田隆さん 昭和 57年 に廃刊)で、若い人たちを集めて座談会をしています。私が流通、消費者問題に

関心をもったきっかけとして、減反政策をあげてぃました。減反政策で隣村でビーマンを作ったが

販路がない。しかし、我が村の農協には九州からトマ トが来ていましたね、おかしぃ !

小学生時代、「赤い旗が立っているたんばには近寄るな !」 と言われ、農薬、化学肥料に

よる増産。反転して減反 ! 中国山地の山村、若い人たちは憤って泣いていました。

母も減反でコメをやめたたんばに麦や豆を作らずt違 うものを植えたのだけど怒られて

いました。.ζぐん_ζぐんに怒っていました。

ぐ麟折 (」α;嶽ドさまぬ・芸のうち本に3勒う)

lル日、送Q黙惚に、く 、多
`真
・血表検査の結熟 渇候x患

イひ絆ε員も白レ1発の徹 鳶ぇ聯〕こ‐動⑦獣変じ、い、褻け鐵べ勤はレ、たゎたユ暮嵐
薇 む台戯 ≒lt/ta歌の紹漱機 、でも念は崚e欲 ヽ_. ■    、′ 二      _    ‐  .驚隷 %誅 噛 灘 鴛 極 懇

…

:

ノ基MM卜 ■Jヶ 、 魚ゝ |^、 、 _1,

烈 な 榊
ぬ徐 が

｀
ハ刻
′
:1'ハ哉 イ

血場 (.だ犠 )


	IMG_0002

